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書　　評

スーザン・P・マターン 著，澤井　直 訳

『ガレノス：西洋医学を支配したローマ帝国の医師』

医学史の通史を大学生向けに教えるとき，ガレ

ノスやガレノス主義を解説する必要がある．その

ためには，ガレノスの伝記と，彼の医学，そして

19世紀中葉まで大きな影響に与えたガレノス主

義を理解しなければならない．この問題につい

て，英語を使う多くの学者は，ガレノス著作の選

集，医学史家のヴィヴィアン・ナットンの『古代

の医学』 （2005） の 15章と 16章や，哲学研究者の

ロバート・ハンキンソン編集の『ガレノス研究の

必携書』（2008） などを用いてきた（Galen 1997; 

Nutton 2005; Hankinson 2008）．この状況が大きく

改善したのが，2013年にスーザン・マターンが

刊行したガレノスの伝記である （Mattern 2013）．

マターンはアメリカの医学史家で，現在はイェー

ル大学で教えているが，彼女のガレノス伝は，ガ

レノスの人生と医学の解説が一冊の書物となり，

学術的に緻密であると同時に，他の領域の学者に

も読みやすい著作となっている．ことに重要なこ

とは，医学と社会と文化の歴史に関する研究の蓄

積である．古代の医学史，社会史，文化史の進展

を本格的に学び，古代ローマ帝国の，医療，疫病，

政治，社会，文化，学問などのさまざまな領域の

歴史からガレノス医学を明らかにしている．古代

ローマ帝国の大都市の衛生や疫病の問題点や，奴

隷や女性の問題も言及されている．また，ガレノ

ス自身の「多弁性」も研究に利用されている．ガ

レノスの著作は膨大な量を持つが，そこに書かれ

ている自分自身，周辺の医師，患者についての細

かい記述や，医療の思想，方針，行動などについ

て論じていることが織り込まれている．この素晴

らしい英語の書物を，もっとも理想的な翻訳者が

日本語の書籍にしたこの訳書は，とても大きな意

味を持つものである．

本書が伝えるガレノス医学の三つの重要なもの

を指摘しよう．もちろんガレノスは，彼の時代か

ら見ると 500年ほど前に活躍したヒポクラテスを

深く尊敬して注釈本まで刊行していたし，その後

に発展したギリシア語圏の医学の諸派を学んでい

るので，これらの特徴はガレノス自身の独創性を

示すわけではないが，ガレノスの体系の中で非常

に重要なものとなった．その中の最初の主題が，

解剖である．解剖はヒポクラテス文書にはほぼ登

場しない概念で，アレクサンドリアのプトレマイ

オス朝の医師たちが人体の死体解剖を行い，ガレ

ノスもアレクサンドリアで解剖を学んだ．そし

て，ペルガモンやローマに帰国した後，人体の死

体解剖ができないため動物で代用し，ブタやヤギ

やサルの死体解剖や生体解剖を実際に行った．そ

れはローマの貴族が後援した私的空間での解剖の

説明や，ローマの公的な空間での見世物などの形

を取った．この解剖重視が，のちの中世のイス

ラーム世界とヨーロッパ世界，そして初期近代の

医学の世界に大きな影響を与えた．日本の医学に

も，18世紀になると解剖が巨大な影響を与えて
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いる．このユニークな特徴を設定したのがガレノ

スであり，そのありさまが本書では克明に描かれ

ている．

第二の主題は，養生と治療と薬学の位置づけで

ある．これはガレノス自身がもっとも膨大な大著

を残した分野であると同時に，ヨーロッパの医療

の実践としては 19世紀中葉にいたるまで瀉血や

下剤などの形で最後まで残った分野であった．ガ

レノスは，自然世界の四大元素と人体の四体液を

対応させた．そして，世界や環境の様子，人体の

健康と疾病の意味，健康を保つ養生の原理，治療

における瀉血や下剤の効用や薬物の効用などを，

諸原理の対応と関連させて論じた．東地中海の各

地から，ガレノスは珍しい動植物や鉱物を収集し

て，アスファルト，インドのクコ，キプロスの黄

鉄鉱などを薬物の中に入れていく一方で，個々の

薬物の効用を経験だけで憶えるのは否定された．

四大元素や四体液に関連付けられた原理的な説明

が必要なのである．これとともに，養生・治療・

薬物の世界が，意味合いを持つ世界になる方向性

が作られた．この世界観は，キリスト教と緊張を

含んで共存しながら大きな意味を持つことになる．

第三の主題は，養生などの原理性と深く関係す

ることだが，医者と患者との関係である．ガレノ

スの理念的な患者は，ローマ帝国の貴族や皇帝の

マルクス・アウレリウスなどを軸とする支配階級

の人々であった．優れた上流階級の知的な人々が

患者となった場合に，その人々の尊敬を得ること

ができる医療が，ガレノスの目標であり，他の医

者と競合して富裕で知的な患者を獲得すること

が，ガレノス医学の特徴であった．ガレノスが当

時の論理学・修辞学・自然哲学の効果を療法に組

み入れることも，上流階級からの評価ということ

と他の医者との論争でわかる．それと並行して，

この時期にローマ帝国で流行が始まった天然痘な

どによる〈人口〉の甚大な被害は，ガレノスの医

療にとってはそれほど深刻な問題ではなかったこ

とも憶えておくとよい．

本書の翻訳はガレノスとガレノス主義の意味に

ついて日本人が考えるための重要な書物である．

ガレノスの著作も京都大学出版会から続々と翻訳

が進んでおり，日本でガレノス主義の理解が定着

する素晴らしいことである．おそらく次のステッ

プは，ガレノスの多方向の意味をハンディにまと

めた著作集の刊行であろう．ヒポクラテスは岩波

文庫から優れた選集があり，ガレノス選集は英語

でも重視されている．このような選集が手に入る

と，ガレニズムを軸に 19世紀中葉までの長い欧

米の歴史を考える人々にとって，大きな益となる

であろう．
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日仏薬学会， 日本薬史学会 訳

『薬学の歴史　くすり・軟膏・毒物』

伝統医学においてもまた近代医学においても，

医学と薬は深い関わりがある．伝統医学における

薬はおもに植物性であり，それぞれの伝統医学に

よって用いる植物もまた処方も異なっている．我

が国では古来，中国伝統医学に由来する漢方薬が

用いられ，明治以後にヨーロッパからもたらされ

た西洋近代医学では，植物から抽出されたり新た

に合成されたりした化学物質が広く用いられてい


